
令和 5年度 第 11回一般社団法人三重県作業療法士会定例理事会       議事録 

日時：令和 6年 3月 8日（金）19:00～20:04 

場所：web会議 

出席者： 

理事：田中一彦、佐藤明俊、松本周二、牧野有華、上野平圭祐、冨中真悟、伊藤正敏、 

渡邉誠（８名） 

監事：橋本昌弘（1名） 

書記：前田健太 

ブロック長・部長・委員長・副部長・委員：久保雅邦（学術部副部長）、 

栗山翼（啓発部公開講座班長）、中西伸彰（災害対策委員長）  

 

＜協議事項＞ 

1． 入退会者について 

退会者 2名、新入会１名、休会者 1名 

承認 

2．心のバリアフリーとリハビリテーションを推進する映画製作支援について 

 1口支援していく 

承認 

3．令和７年度第 36回三重県作業療法学会学会長について 

杉野 達也氏（三重北医療センター菰野厚生病院）を推薦する 

承認 

4．令和６年度第 35回三重県作業療法学会について 

日時：令和 7年 3月 9日（日） 

場所：三重県総合文化センター（多目的ホール） 

承認 

5．亀山市高齢者の保健事業と介護保健予防の一体的実施事業の委託について 

 亀山市より、三重県作業療法士会に対して上記タイトルの委託依頼あり 

亀山市民向けに、作業療法士が(1)個別保健指導 (2)健康教育・健康相談を実施する 

 

承認 

6．講演プロモーション申し出について 

 個人の作業療法士より、講演希望依頼あり 

 実績を確認し、関係部門に情報提供する 

承認 

＜報告事項＞ 

1．学術部より 

学術部高齢期班主催勉強会 

日時：令和 6年 2月 21日（水）19:30～21:30 



場所：WEB開催 

内容：「医療・介護・障害のトリプル改定に向けて」 

講師：仮谷 妃呂子氏（老健みずほの里）、栗山 翼氏（老健いこいの森）  

参加者数：40名 

 

2．地域リハビリテーション部より 

（1）認知症フレンドリー研修会 

日時：令和 6年 2月 16日（金） 19:00～21:00 

場所：WEB開催 

目的：①高齢者や認知症の方の視線行動と生活行為に与える影響について学ぶ 

     ②高齢者や認知症の方の IADL(家電の使用、冷蔵庫管理など)の特徴について学ぶ 

     ③高齢者や認知症の方の買い物支援について学ぶ 

内容：認知症の人の生活支援と社会生活継続に向けた視点と取組 〜企業との連携〜 

   認知症とともに班の当事者班、企業班からの１年間の活動報告、情報交換会 

講師：池田 由里子氏（鹿児島大学医学部保健学科 作業療法学専攻 助教） 

   参加者：28名（OT：22名、他職種：6名） 

（2）介護予防リハビリテーション多職種研修会 

日時：令和６年 2月 18日（日）9：00～12：30 

内容：地域包括ケアシステムにおいて適切かつ効果的な高齢者の自立支援の在り方に関 

する知見を学ぶための研修。総合事業について、短期集中型サービスについて、 

地域ケア会議の概論、模擬地域ケア会議（グループワーク） 

講師：中 猛則氏（四日市市役所 高齢福祉課 理学療法士） 

由利 禄巳氏（森ノ宮医療大学 リハビリテーション学部 作業療法学科） 

稲垣 麻矢氏（いなべ市社会福祉協議会 地域包括支援センター センター長） 

参加者数：37名（OT：26名、他職種：11名） 

（3）2024年第 3回地域事業支援会議 

日時：令和 6年 3月 3日（金）9：00～13：00 

場所：WEB開催 

選任者：伊藤 正敏氏（三重北医療センター菰野厚生病院） 

 聴講者：竹内 元輝氏（志摩の里） 

夏目 紫帆氏（三重北医療センター菰野厚生病院） 

（4）東員町地域ケア会議アドバイザーの調整 

   伊藤 正敏氏（三重北医療センター菰野厚生病院） 

   田中 誠人氏（三重北医療センター菰野厚生病院） 

 

 

 

 



3．組織部より 

 令和 5年度管理職 OTネットワークの会の企画運営 

日時:令和 6年 2月 13日（火）20：00～21：30 

場所:WEB開催 

参加者数：6名 

＜話し合ったテーマ＞ 

人材育成について、職員の評価ツールについて、目標設定、自己研鑽の促し方など 

アンケート結果は別紙で説明あり 

 

4．第 34回三重県作業療法学会 

日時：令和 6年 3月 3日（日）9：30～16：30 

場所：三重県総合文化センター生涯学習棟 2階視聴覚室、男女共同参画棟 3階セミナー室 C 

学会テーマ：「つながる・つなげる・つなぎなおす～当事者の伴走者として OTは何ができ

るか～」 

内容：特別講演：「地域包括ケアシステムにおける作業療法士の役割」 

   一般口述演題 12題 

   特別企画：「起業家作業療法士に聞く！地域での作業療法の広がり」 

   スライドショー作品展 

   賛助会員（日本モッキ）・地域リハビリテーション部展示ブース 

JRAT（大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会） 

参加者数：95名（会員 72名、非会員 1名、学会実行委員 20名、愛知県士会会員 2名） 

 

5．啓発部より 

ライフサポートフェスタ 2023 

日時：令和 6年 3月 24日（日）9:00～15:00（3月 23日（土）は不参加） 

場所：津市芸濃総合文化センター アリーナ 

主催：三重・療育ネットワーク 

内容：事業所による福祉機器展示、療育相談、各ブースイベント 

対象：ユーザーである子どもたちとその家族（肢体不自由・知的障がい児中心） 

    教育・保育・福祉施設・医療従事者・一般県民 

OT出展内容：レクリエーション（卓球：サウンドボール転がし・的当て） 

参加者 

・島崎 博也氏（鈴鹿医療科学大学） 

・森 順平 氏（小山田記念温泉病院 啓発部） 

・栗山 翼 氏（介護老人保健施設いこいの森 啓発部：午後参加） 

・小宮 悠一郎 氏（介護老人保健施設つつじの里 啓発部） 

・小山 隆幸 氏（NPO法人 TEAM創心） 

・冨中 真悟 氏（地方独立行政法人 三重県立総合医療センター） 



6．運転と作業療法委員会より 

 運転と作業療法委員会勉強会 

日時：令和 6年 2月 26日（月）19:30-21:00 

場所：WEB開催 

講師：野口 佑太 氏（鈴鹿医療科学大学） 

渡邉 誠 氏（藤田医科大学七栗記念病院） 

参加者：36名 

運転支援に関する先進技術の応用と高次脳機能障害との関連について講師より講

義があり、その後、情報交換会を実施。 

教習所で実車評価を行なっている施設が 2 施設増え、徐々に運転支援に関する取

り組みが浸透してきている印象があった。 

一方、施設毎で評価バッテリーの保有数が異なるため、運転支援を行う施設は自

助努力で保有数を増やすことが必要と思われた。 

 

７．石川 JRAT活動報告について 

 石川 JRAT活動の途中報告あり 

  

 次回理事会日程 

日時：令和 6年 4月 12日（金）19:00～21:00 

               場所：web会議 


